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研究成果の概要（和文）：　本研究では、ライフ・ライティングや学校小説などの文学作品の分析を通して、
１８世紀後半から２０世紀前半にかけて、イギリスでは女性のキャリア形成がどのように変化したかを考察し
た。その結果、１９世紀後半の女子教育改革により女子の中等・高等教育が始まったことが、その変化に大きく
影響していることが明らかになった。１９世紀前半までは、エリザベス・フライのケースのように、宗教団体の
ネットワークを利用して多様な活動をグローバルに展開するルートがあったが、女子教育改革以降は、学校とい
う場がキャリア形成に必要な知識や価値観、人的ネットワークを提供し、女性のキャリアへの意識の変化を劇的
に促した。

研究成果の概要（英文）：  This study examines how women’s career development changed in Britain 
from the later eighteenth to the first half of the twentieth century through the analysis of 
literary works such as women’s life-writings and girls’ school stories.  The higher education of 
women which was launched in later nineteenth century had a great influence on the change.  Before 
that time, it was possible for women to work globally using the network of religious groups.  After 
the educational reform, the school provided girls with the knowledge, values and network which were 
necessary to develop their careers, and drastically changed their views of career. 

研究分野：イギリス文学

キーワード： キャリア形成　女子教育　グローバル化　イギリス文学　階級
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１． 研究開始当初の背景 

1990 年代後半以降、女性の生のありようと

自己表現に対する関心の高まりとともに、

Life-writings by British Women, 1660 - 

1815: An Anthology (2000) のようなアンソ

ロ ジ ー が 組 ま れ た り 、 The Unsociable 

Sociability of Women’s Lifewriting 

(2010) などの研究書が出版されたりと、ラ

イフ・ライティング研究は盛んに行われるよ

うになった。しかし、女性のキャリア形成に

対する意識に焦点を当てた文学研究は国内

外ともまだない。また、女子教育改革につい

ては、Bluestockings: The Remarkable Story 

of the First Women to Fight for an 

Education(2009)をはじめとする数多くの研

究書があるが、女子の学校小説に関する包括

的な研究は国内外ともにまだなされていな

い。 

筆者は平成 24 年度から 25 度年にかけて

「20 世紀前半イギリスの『新しい少女』―女

学校文化とガールガイド文化」に関する研究

を行った。これは、女子の中等教育が始まっ

た 19世紀後半から 20世紀前半のイギリスに

おいて、どのような新しい少女文化が誕生し、

少女たちの意識がどのように変化していっ

たのかを明らかにすることを目指したもの

である。研究を進める中で、この時期の女子

教育と少女文化は少女を外＝社会へと向か

わせる志向を共有していることが分かった。

この教育と文化における新たな動向がその

後の少女たちのキャリア形成にどのような

影響を与えたのか―本研究はこの問いを出

発点に着想したものであり、女性の中等・高

等教育の問題をキャリア形成の問題へと接

続していく試みであった。 

 
２． 研究の目的 

 本研究は、女子の中等・高等教育が始まり、

女性にも多様なキャリア形成が可能になっ

た 19 世紀後半以降のイギリスにおいて、女

性がどのような意識をもってどのようなキ

ャリアを形成していったのかを、学校教育が

おこなわれる以前の女性の場合と比較しな

がら、ライフ・ライティングや学校小説を中

心とする文学作品の分析によって明らかに

していくことを目指すものである。女子教育

と女性のキャリア選択に関する歴史学およ

び社会学の分野における研究成果を参照し

ながら、統計からはなかなか見えてこない女

性の意識の部分を文学研究の視座から分析

することにより、女性のキャリア形成に関す

る問題のより精緻な分節化と体系化に新た

な知見を提供することが本研究の目的であ

った。 

 
３． 研究の方法 

 研究は、以下の３つの段階に分けて進めた。 

第一に、女子の学校教育が始まる前のイギ

リスの女性のキャリア形成について、１８世

紀後半から 19 世紀初頭にかけて、クエーカ

ーのネットワークを利用して慈善活動をグ

ローバルに展開したエリザベス・フライの日

記、手紙、著作や、彼女の活動に関する資料

を収集し、分析した。 

第二に、女子の中等・高等教育が始まった

19 世紀後半以降の女学校小説および女子大

生小説を分析することにより、学校教育を受

けた 10 代～20 代前半の少女たちが自らのキ

ャリアについてどのような意識を持つよう

になったのか分析し、その結果をまとめた。 

 第三に、20 世紀にようやく教育の機会が広

がった労働者階級の女性が、どのような制度

やネットワークを利用してキャリアアップ

を成し遂げていったのかを、マーガレット・

パウエルの事例を中心に調べ、分析結果をま

とめた。 

 具体的には、以下の手順で研究を行った。 

ま ず 、 The Angel out of the House: 

Philanthropy and Gender in Nineteenth- 

Century England (2002)などの研究書を用い

て、18 世紀末から 19 世紀イギリスの女性の

慈善活動の実態を把握した。そのうえで、エ



リザベス・フライの Observations on the 

Visiting, Superintendence, and Government, 

of Female Prisoners(1827)をはじめとする

著作、日記、手紙を分析した。その際、The 

Excellent Mrs Fry: Unlikely Heroine (2010)

や、An Introduction to Quakerism ((200)

のような二次資料も参照し、フライがどのよ

うにネットワークを構築し、慈善活動をグロ

ーバルに展開していったかを明らかにした。 

 次に、 Bluestockings: The Remarkable 

Story of the First Women to Fight for an 

Education (2009) などの研究書を用いて、

19 世紀後半から 20 世紀前半のイギリスの女

子教育改革について調べた。そのうえで、A 

Popular Schoolgirl(1920) をはじめとする

アンジェラ・ブラジルの女学校小説や、L.T 

Meade の The Girls of Merton College (1898)、

アニー・エドァーズの A Girton Girl (1885)

のような女子大生小説を収集し、分析した。

そして、女子の中等・高等教育が 10 代～20

代はじめの少女たちのキャリア形成にどの

ような影響を与えたか考察した。 

さ ら に 、 Working –Class Girl in 

Nineteenth-Century England: Life, Work 

and Schooling (1997)や、Life Below Stairs 

in the Twentieth Century (2010)などの研

究書や、Toilers in London; or Inquiries 

Concerning Female Labour in the Metropolis 

(1889)、Women’s Work and Wages: A Phase 

of life in an Industrial City (1907)のよ

うな当時の資料を用いて、19 世紀後半から

20 世紀の労働者階級の女性の生活史と、成人

教育をはじめとする支援制度・組織について

調べた。そのうえで、マーガレット・パウエ

ルの自伝、チャーチルの秘書だった女性の手

紙、店員と法律時事務所の秘書の日記と手紙

などのライフ・ライティングや、 The 

Type-Writer Girl (1897) といったキャリ

ア・ガールをとりあげた小説を収集し、分析

した。 

最後に、上記の研究結果をまとめ、18 世紀

～20 世紀イギリスにおける女性のキャリア

形成について総合的に考察を行った。 

 
４． 研究成果 

教育をはじめとする社会環境の変化によ

り、女性のキャリア形成の意識はどのように

変化するのか―この問題を解明するのに最

も有効なのはライフ・ライティングを中心と

した文学テクストの分析である。これまで、

女性のキャリア形成の問題は、統計に基づい

た社会学・歴史学の分野における研究が中心

であった。しかし、統計から人間の複雑な意

識のありようはなかなか見えてこない。本研

究は、女性のキャリア形成の問題を意識とい

う側面に焦点を当てて考察し、他分野の研究

成果に接続することで、女性のキャリア形成

の問題をより精緻なかたちで分節化するこ

とに貢献できたと考える。 

 具体的には、19 世紀～20 世紀イギリスに

おける女性の多様なキャリア形成のありよ

うと意識の変化の一端を詳らかにすること

ができた。エリザベス・フライに関する分析

からは、現在のＮＰＯのような非営利団体に

おける女性のグローバルな活動の展開の仕

方が、女学校小説および女子大生小説に関す

る分析からは、学校教育が女性のキャリア形

成に与える影響が、マーガレット・パウエル

に関する分析からは、成人教育が成人女性の

キャリア形成にどのように貢献することが

可能なのかが見えてきた。 

 本研究の特に大きな成果としては、女性の

キャリア形成の問題を、学校教育ばかりでは

なく、非営利団体や成人教育も視野に入れた

点が挙げられる。学校教育を受ける機会のな

かった女性たちは、柔軟な発想と強い意志で、

様々なネットワークや機関を利用しながら、

多様なキャリア形成を行ってきた。本研究は、

クエーカーという宗教団体のネットワーク

を利用して、社会貢献のための活動をグロー

バルに展開したエリザベス・フライや、キッ



チン・メイドという当時のイギリスの階級社

会では最下層に近い立場から料理人にまで

のぼりつめ、成人教育を受けてベストセラー

作家になったマーガレット・パウエルのライ

フ・ライティングをも研究の対象に含んだ。

このように多角的な視点から女性のキャリ

ア形成について考察する研究はこれまでな

されていなかった。 
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